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長崎中央郵便局の臨時出張所 実行委員

本部事務局寺尾さんと実行委員



■はじめに

「長崎は今日は切手日和！」。「聴く・知る」

「見る」「買う」，切手収集の楽しみを満喫で

きる「切手日和」の大会にするため，関係各位

のご理解とご協力を賜りながら，９月27日(土)，

28日(日)の2日間，長崎市内の「ホテルセント

ヒル長崎」で開催しました。大会参加者は59名

で，併催した切手展「九州STAMP-SHOW2025in長

崎」の入場者を含めて約220名となりました。

■記念講演３本と６名の講師によるセミナーの

開催

本大会のメインイベントである記念講演には

立山一郎(熊本県出身)，永吉秀夫（鹿児島支部

長），和田進（長崎支部）と九州にゆかりの方

に，それぞれ郵便史・伝統郵趣・外国切手の各

分野の講演をしていただきました。いずれも著

作を出版された方で，興味深い内容でした。そ

の後，会場を６つのエリアに分けて分科会セミ

ナーを開催しました。こちらも著作や雑誌に連

載記事を執筆中の方が多く，参加者からはどの

セミナーに行くか迷うとの嬉しい悲鳴もありま

した。

■記念小型印とフレーム切手の準備

小型印は２種。全国大会の意匠は「今年は戦

後80年という節目の年，広島（8月6日）・長崎

（8月9日）は被爆80周年を迎えた。これら80年

目の平和（PEACE）を郵趣大会に因み，切手枠

で囲み長崎大会へと平和のハトが運んでくる様

子を表し，世界遺産の一つの 『軍艦島（端島）』

も登録10周年迎えており，長崎大会のイメージ

に添えた」。切手展の意匠は「長崎大会会場の

『ホテルセントヒル長崎』近くに建つ中町教会

と，会場近くから望む稲佐山山頂（TV塔など）

を『長崎ハタ』枠で囲み，それぞれが天に向か

う様で全国郵趣大会の発展をイメージした」。

フレーム切手も小型印にマッチするように，全

国大会用は「平和祈念像」，切手展用は「大浦

天主堂」を採用。
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■長崎中央郵便局臨時出張所の開設

会期中，切手展会場内に長崎中央郵便局の臨

時出張所が開設されました。同臨時出張所では，

2日間にわたり2種類の記念小型印の押印サービ

スのほか，切手やはがき，在庫のフォルムカー

ドなどの販売，ゆうパック，発送郵便物の取扱

いが行われ，多くの利用者で賑わいました。

■ワンリーフ展に15作品が出品

ワンリーフ展に15作品がエントリーした。新

発見の３０円平等院鳳凰堂第４コーナー無目打

ちエラー縦ペアが展示され話題となった。大会

参加者による人気投票を行い，上位3名に賞品

を授与した。

■売り上げ好調のテーブルバザール

テーブルバザールには切手商１社，個人9名

が参加。２日間熱心な参加者で賑わいました。

■記念パーティ

オープニングには前回の島原大会のつながり

で「島原の子守唄」で始まり，わらべ歌「でん

でらりゅう」に合わせた手遊びを披露，参加者

の実演。18時20分から開宴した記念パーティで

は，会場の各所で歓談が弾んだようです。宴会

は飲み放題プランで，「長崎の地酒と焼酎」を

堪能した方も多かったようです。

■チャリティオークション

記念パーティ終了後に行われたチャリティオー

クションは，当日受け付けた出品物を含め８人

の方から寄贈を受けた54点に上りました。チャ

リティで売り切りのため，参考値を大幅に下げ

ての落札もあり，楽しめたようです。(寄贈者，

落札者の皆さま，ありがとうございました！）。

■「九州STAMP-SHOW切手展」及び「長崎支部切

手展」の同時開催

全国郵趣大会に併せ，「九州STAMP-SHOW2025

in長崎」及び「長崎支部切手展」の2つの切手

展を開催しました。国際展上位作品や地元長崎

の消印や講演会，分科会の講師による作品など

18名が60フレーム960リーフを展示しました。

これは九州での史上最高の規模となりました。

■おわりに

大会会期中や終了後に多くの参加者の皆さま

から，大変すばらしい大会だったとお褒めの言

葉をたくさんいただきました。参加満足度の高

い大会になったのではないかと思います。改め

てご協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。

一方で反省と教訓，課題も多くありました。折

しも国民文化祭「長崎ピース文化祭」開催中で，

特に土日は県下各地でイベントが行われていた

ため，イベントに埋没した感がありました。切

手展の開催にはマスコミのみならず，あらゆる

広報媒体を活用した周知活動の重要性を再認識

いたしました。

（報告：大会・実行委員長／伊藤純英）
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